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・大崎市都市計画マスタープランに掲げる都市づくりの基本方針・
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安全安心に暮らせる 定住都市づくり
［大崎市全体］
○災害に強い安全安心な都市空間の形成
○優れた自然環境と共生した快適な定住環境の形成
○既存集積や交通条件等を活かした産業の振興

［市街地］
○災害に備えた安全安心な市街地構造の形成
○集約型市街地の形成にむけた街なか居住の推進
○低･未利用地の計画的な整備供給による市街地定住の促進

にぎわいと活力のある 交流都市づくり
［大崎市全体］
○都市間，近隣市町との都市機能の補完・分担と地域間交流の促進
○“大崎の宝”を結び・活かした魅力ある観光の展開
○多様な交流の場となる『緑の拠点』の維持・活用

［市街地］
○街なかのにぎわいと活力を創出する商店街の振興・活性化
○地区の個性・特性を活かした潤いのある街並み・景観の形成
○多くの市民が集い・利用する主要な公共施設の維持・整備

定住と交流を支える 交通基盤づくり
［大崎市全体］
○さらなる発展を支える広域高速ネットワークの維持・拡充
○都市の骨格を形成する幹線道路ネットワークの維持・拡充
○集約型市街地形成を支援する公共交通網の維持・拡充

［市街地］
○土地利用を支援し市街地の骨格を形成する幹線道路網の整備
○“まちの玄関口”駅前広場の整備とアクセス性の向上
○安全安心で快適な歩行環境・歩行空間の整備
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②　市街地における方針

優れた自然環境と共生した
定住環境の形成 

集約型市街地の形成に
向けた街なか居住の推進

街なか居住の推進や
避難地・避難路の整備

低・未利用地の計画的な整備
供給による市街地定住，建物
の耐震・不燃化の促進等

急傾斜地の防災対策や
建物の耐震化・不燃化

水害に強い都市づくりや
低・未利用地の利用促進

低・未利用地の計画的な
整備供給による定住促進

身近な都市基盤施設が
整った定住環境の形成

集約型市街地の形成に
向けた街なか居住の推進 

・「定住都市づくり」の展開イメージ・

□災害に備えた安全安心な市街地構造の形成

商業業務施設や宿泊施設，住宅等が集積する市街地中心部では，建物の耐震化や不燃化の
促進，避難地・避難路の整備・確保，無電柱化（電線類地中化）の検討，降雨時における浸
水被害に対応した排水施設の整備強化など，地震等の災害に備えた安全安心な市街地構造の
形成を図っていきます。

□低・未利用地の計画的な整備供給による市街地定住の促進

市街地内の低・未利用地については，計画的な宅地等の整備供給に努め，安全安心な市街
地定住の促進を図っていきます。

□集約型市街地の形成にむけた街なか居住の推進

集約型市街地の形成を目標に，各地域における今後の新規住宅需要は市街地内で対応し，拡
大・拡散型の開発は抑制していくとともに，積極的に民間活力を導入することにより，空き家等の既
存ストックの活用や高齢者向け住宅の整備・供給等，街なか居住を誘導していきます。

creo


0001793
四角形




